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花山の温泉施設再開の希望が 
岩手・宮城内陸地震の被災地で、温泉施設の再開にわずかではあるが灯

りが見えてきた。８月２７日の河北新報の記事によれば、温泉観光が重要

な産業である花山地区では、地震の被災で源泉が確保できず、温泉旅館の

再開が危ぶまれていたが、栗原市が市有施設への補助源泉としての温泉の

掘削に着手することとなった。 

【以下、河北新報の記事より】 

岩手・宮城内陸地震で温泉施設が被害を受けた栗原市花山地区で、市が新たな源泉の確保に乗り出す。林野庁の

温泉施設跡地の一般競争入札が２６日あり、市が落札した。所定の手続きを経て、市は年内にも跡地で源泉のボー

リングに着手する。市が所有する温泉宿泊施設「温湯山荘」の補助源泉に充てる方針で、震災で営業を休止してい

る民間施設への分湯も検討していく。落札したのは温湯地区にある花山森林事務所の休憩所や職員用浴場の跡地（約

７７００平方メートル）で、落札額は約５００万円。浴場は退職した職員や地元住民が管理して利用していたが、

源泉は震災で枯渇した。温湯山荘の源泉は崩落現場の中にある。河川改修工事で水位が上がり、水面より低くなる

恐れが出てきたため、市は補助用の源泉を探していた。市が落札した跡地に近い佐藤旅館も建物が損傷し、源泉が

止まった。湯ノ倉温泉の湯栄館も土砂ダムで建物が水没、現在地での営業再開は困難な状況。源泉の掘削には数千

万円かかるため、地元の温泉経営者でつくる「栗駒五湯復興の会」は市に支援を求めていた。市は１０月の宮城県

自然環境保全審議会で承認が得られ次第、新たな源泉のボーリングを開始する。湯量などを確かめた上で、民間施

設にも供給するかどうかを決める。佐藤旅館の佐藤研一社長は「源泉が確保できれば営業再開に希望が見えてくる」

と期待する。湯栄館を経営する三塚倉雄さんも「湯量が十分なら温湯地区での旅館再建を考えたい」と言う。佐藤

勇市長は「源泉はまず温湯山荘で使うが、湯量に問題がなければ民間にも提供したい。栗駒山再生の第一歩になる

だろう」と話している。 

観光は耕英地区のみならず、花山地区にとっても地域の重要な産業

である。特に温泉は入浴客・宿泊客を中心として、イワナをはじめと

した地域の農産物の主要な消費者でもある。徐々に規制解除されてい

るとは言っても、いまだ道路の通行止めが続き、避難指示が解除され

ない世帯も多い。そして、地域全体の避難指示が解除されても、自宅

には戻らない・戻れない世帯も多い。しかし、地域住民の生活再建の

ため、地域の復興のため、計画的、かつ、着実な取り組みを進めなけ

ればならない。そのような中で、市有温泉施設のためとはいえ、源泉確保がなされ十分な湧出量が確保されれ

ば、民間への分湯が可能となり温泉旅館の再開に向けて大きな前進となる。栗原市の今回の対応は、地域の復

興に向けた大きな支援策となることが期待される。ぜひ、十分な湯量が確保されることを祈念したい。そして、

栗原五湯の会の皆さんが、一日も早く笑顔でお客様を迎える日が来ることを願ってやまない。(君) 
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見づらいけれど、工事中の温湯山荘 


